
 



地域と教育を考えるフォーラム 第１回：考える力､コミュニケーションの力  プログラム 

 

第一フォーラム「考える力を耕す」 10：00～11：40 

           司会･コメンテーター： 中川清和、津上誠、吉村功太郎 

 「東和中学校 起業教育47時間の軌跡」 

   萩原篤信氏（登米市立東和中学校）  

 「教科『情報』で情報伝達『経路』を考える」 

   上杉茂樹氏（宮城県泉館山高等学校 情報・数学） 

 「高校での数学教授法の現状」 

   渡辺武氏（宮城県角田高等学校 数学） 

 

第二フォーラム「コミュニケーションの力を伸ばす」 12：40～14：20 

         司会･コメンテーター： 岸浩介、大竹恵子、稲垣忠   

 「ことばを見つめ磨く̶̶書く力の向上を目指した国語学習̶̶」 

     金隆子氏（米沢市立南原中学校 国語科） 

 「聴くということ」 

   村上育朗氏（岩手県立大船渡高等学校 日本史） 

 「小学校におけるALTへの補助活動」 

   本学部言語文化学科学生、佐藤恒氏（仙台市立寺岡小学校） 

 

第三フォーラム シンポジウム「生きる力としての言語技術」 14：30～17：00 

            司会･進行： 佐伯啓、門間俊明 

 講演：三森ゆりか氏 

     「グローバルスタンダードな母語教育『言語技術』の体系と内容」 

 

 「英智9年間の教育課程を再編成する中で見えてきたこと」 

   汐海治美氏（聖ウルスラ学院英智小中学校） 

 「『総合的な学習の時間』の観点からみた日米言語技術教育比較」 

   等々力けい子氏（教育アドバイザー） 

  「援助にならない無力な言葉」 

   大場精子氏（みやぎ被害者支援センター事務局長） 

 

三森ゆりか氏プロフィール： 

 つくば言語技術教育研究所所長。そのほか、麗澤中学・高等学校、茨城県立中央看護専門学校、日本サッカ

ー協会、朝日カルチャーセンターなどで講師を務める。『外国語で発想するための日本語レッスン』（白水社）、

『外国語を身につけるための日本語レッスン』（白水社）、『言語技術教育の体系と指導内容』（明治図書）、

『子どものための論理トレーニング･プリント』（PHP研究所）など著書多数｡ 

つくば言語技術教育研究所ホームページ： http://www.laitjp.com 


